














木 村 研 一
非槌性酸 化物 (M g0 )に鉄 イオ ンを少 量 ドープ し た試 料 の常 畝惟 共 鳴吸 収 (ESR )を測 定 し､
アニ- リング条 件 に よる､ 鉄 イオ ンを囲 む結 晶 場パ ラ メ- タ- の変 化 を調べ る｡
柑 化 マグ ネ シウ ム単結 晶 (NaCl型 )中 に鉄 イオ ンを ドープ す る と､ 常 温で は 3価 イオ ンの 共
鳴 が 観 測 され､ その 角度 変 化 を見 る と対称性 はcubicで あ り､ その挙 動 はハ･ラメートaで 記 述 され る.1)
ま た､ それ とは別 の 対称 性 を持 つ侶 号 も兄 い だ され て い る.2)とい うの は Fe3十 はMg2+ と置摸 し､
電 荷補 償の ため Mg2+ の 欠陥が 生 じる と考 え られ､それ が Fe3十 の (110)方向のnearestneighbor
に あ る場 合 と (100)方向 のnextnearestneighborに あ る場 合 とが あ り､ハ●ラメートDで 記 述 され る｡
本 研 究で は 8､ Dで 紀 述 され る各 々の 信 号 の空 気 中 アニ ー リング の 渦 度､ 時間 に よ る変化 を と
ら える事 に よ って Fe3◆ とMg2+ 欠陥 との結 び 付 きの機榊 を探 る｡
試 料 は市 販 の 単結 晶 (F e4600 p叩 ) を用 い た｡ 測 定は通 常 の Ⅹバ ン ドESR菜 tq を使 い革 潟 で
f=lっ た｡ 畝 喝は0- 5000 tOelを tlOO】面 内 にか けて く100)となす 角度 をパラ メ ータ ーに し た｡
aて 記述 され る悟号 の ア ニ ー リング前 の測 定･結 果 を 図 1に示 す｡ これか らcubicの 4回 対称 が 容
易 に稚 認 で きる｡ またス ピ ンハ ミル トニ ア ンを捧持 コ ンピュ ータ ーで 対 角化 す るこ とに よって 得 ら
れ た 角度変 化 を実 線 で示 す｡ 両者 の 比 較か らス ピ ンハ ミル トニ ア ンパ ラ メ ータ ー .I g, aの情 を求
め るこ とが で きる｡ アニ ー リング 後 は､ g = 2付 近 で 小 さな 角度変 化 をす る信 号が 現 れ､ その強度
が ア ニ ー リ ング渦 度 に依存 して い る よ うで あ る｡
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